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域内専用ホームページ

佐　藤　健　太

（１）目的

　ALネットワークの目的達成のための具体的方策のひ
とつとして、「学校や生徒の成果物等を共有するための
域内専用ホームページ（以下：域内HP）を立ち上げる」
ことがあげられている。域内HPは、ALネットワークの
役割である「多様な価値観を持ったステークホルダーと
協同し、グループダイナミックスを活用したコンソーシ
アムTOKAI（学びのプラットフォーム）の構築」を視
覚的にキャッチすることを助け、ネットワーク構造の把
握や拠点校による多岐にわたる取組みを掌握することも
目的とした。

（２）実践内容

サイトデザインおよびマッピング
　トップページについては、WWL東海・北信越・北海
道ブロックに関わる機関・拠点校が国内でどのような地
域をカバーしているのかが一目でわかるように、拠点校
を日本地図で示した。

	 資料１：サイトトップページ

　また、サイトは情報共有プラットフォームとしての使
用感を優先し、情報整理のしやすさに配慮したサイト
マップを心掛けた。具体的には、WWL拠点校が行う取
り組みについての情報はブログ形式で各拠点校の担当者
をアカウント管理し、自由に記事の投稿・編集を行える
ようにした。投稿された記事はサイトの記事一覧に自動
的に反映され、サイトのデザインに合うレイアウトで更
新される。

	 資料２：記事一覧ページ

　さらに、コンソーシアムTOKAI連携校を含めた会員
全体の情報共有の場として会員専用掲示板をサイト内に
設置した。この掲示板はある程度クローズな場として、
イベントの詳細な呼びかけや、困りごとの共有などを担
当者同士が気軽に行えるようにした。

	 資料３：会員専用ログインページ

（３）成果と課題

　域内HPは、以上のように域内ネットワークの情報共
有プラットフォームとして存在し、そのコンテンツは域
内の各機関全体で作り上げている。今後の課題として
は、記事投稿・編集ページの機能の多さからくる若干の
使い勝手の悪さである。WordPressを使用したシステム
であるため、この使用に慣れている担当者にとっては機
能も多く非常に便利である。一方で、使い慣れないもの
にとっては、投稿・編集画面がやや複雑であり苦労した
との声もきかれた。改善策として、担当者へ向けたサイ
トの説明会を開催し、ビデオ会議ツールを使用した質問
会も実施した。来年度は、これらの説明会の内容を精査
し、より多くの担当者が気軽に投稿しやすくすることで
活用機会をさらに増やしていきたい。�（文責　佐藤健太）
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